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令和２年度主要事業の実施状況について 

 

   

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条において、教育委

員会は、その権限に属する事務の管理及び執行状況について点検・評価を行

い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに公表しなけ

ればならないこととされており、また、点検・評価を行うに当たっては、教育

に関し学識経験を有する者の知見の活用を図ることとされています。  

 このことから、花巻市教育振興基本計画の主要事業（教育委員会の権限に

属する事業）について、花巻市教育振興審議会において事業の成果と進捗状

況等の評価を行い、国等の教育施策をはじめ本市教育を取り巻く地域社会・

環境の変化等を見極めながら、事務事業の見直し及び新規施策の事業化によ

り次年度以降の取組に反映させるよう努めるものとします。  

 

 

※地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）  

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第２６条  教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定に

より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。   

２  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。  

  

 

 

 

 

 

 



(1)　子育て支援の充実 （単位：千円）

№ 事　　業　　名 予算額 決算額

1 地域子育て支援センター事業 45,563 44,468

2
地域子育て支援情報ネットワー
ク事業

25 20

【就学前教育の充実】

　社会で心豊かにたくましく生きていくことができる「元気な子ども」、「やさしい子ども」、「考える子ども」を育
成するため、就学前教育推進計画に基づく「はなまき保幼一体研修」の実施や、県の「幼児教育推進体制
モデル指定研究事業」のモデル地区の指定を受けて、「花巻市公立園保育者育成指標」を作成し、保育士
の資質向上に努めた。また、「花巻市アプローチカリキュラム」と「花巻市スタートカリキュラム」の周知・実践
により、保幼こ小連携を図り小学校へのスムーズな接続に努めた。
　保育・教育環境の充実を図るため、公立保育園の内装改修や耐震補強工事を実施するとともに、こども発
達相談センターの環境整備を行った。
　公立保育園・幼稚園の保育・幼児教育環境の充実と効率的な園運営を図るため、市民や関係機関・団体
等の意見を伺いながら、「花巻市公立保育園・幼稚園の適正配置に関する基本指針」を策定した。

事　　　業　　　概　　　要 担当

　地域子育て支援拠点として、就学前の子育
て家庭に広場を開放し、親子の相互の交流
や子育て相談、子育てに関する講座や情報
提供を行った。
○市内6か所設置
　直営3か所
  （こどもセンター、宮野目保育園内、大迫保育園内）

　委託3か所
  （若葉保育園内、石鳥谷保育園内、土沢保育園内）

こども課

１．子 育 て 環 境 の 充 実

【基本方針】　「子育てに喜びを感じ、安心して健やかな成長を育むまち」

【子育て支援の充実】

　子育て家庭を支援するため、県内で新型コロナウイルス感染症の感染拡大がみられる中にあって、感染
防止対策を徹底した上で、地域子育て支援センターを6月から開所し、子育て相談を行うとともに、親子等
が気軽に集い遊べる「ひろば」の開放やミニ講座を実施し、保護者のリフレッシュの場や学びの機会を提供
した。また、地域子育て支援情報ネットワーク交流会も開催時期や案内先の見直しを行いながら実施し、子
育ての現状を共有することができた。
　児童の健全育成のため、放課後や長期休暇中の居場所づくりとして放課後子供教室を実施するととも
に、学童クラブの運営について支援した。また、待機児童が発生していた宮野目学童クラブの増築を行い、
定員増による待機児童の解消を図った。
　子育て環境の充実を図るため、第３子以降保育料負担軽減補助や子育てガイドブックの配布、病後児保
育室などの事業に継続して取り組み、第２期花巻市子ども・子育て支援事業計画（イーハトーブ花巻子育て
応援プラン）に基づく子育て支援事業の推進に努めた。

【家庭の教育力の向上】

　就学前教育振興会議、保護者代表者交流会を開催し、関係者から意見・提言をいただくとともに、「ニコニ
コガイド」の発行により子育てに関する情報提供を行った。また、幼児に基本的生活習慣を身に付けさせる
ため「家族でニコニコチャレンジ」を継続して実施するとともに、保護者が園での保育士体験を通じて、子ど
もとの関わり方等を学ぶ「ニコニコせんせい体験」を実施して家庭の教育力の向上の支援に努めた。

　こどもセンターと市内の子育て支援活動団
体や子育てサークルが協働してネットワーク
を構築し、コロナ禍において内容を見直しな
がら交流会を実施し情報共有を図った。ま
た、応援型地域子育て支援事業として、子育
てサークルや子育て支援団体の活動支援を
行った。

こども課
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3 放課後子供教室・学童クラブ 312,867 299,059

4
第３子以降保育料等負担軽減
事業

33,564 32,107

5 病後児保育事業 12,582 9,463

6 子育て推進事業 7,237 6,915

(2)　家庭教育力の向上 （単位：千円）

№ 事　　業　　名 予算額 決算額

1
家庭教育力向上事業
（保護者への意識啓発）

575 233

2
家庭教育力向上事業
（保幼小の連続性を考慮した保
育・教育の推進）

0 0

№ 事　　業　　名 予算額 決算額

1 はなまき保幼一体研修事業 214 156

　傷病の回復期にある児童で保護者の都合
により家庭で保育困難な児童の一時的な保
育を行った。

こども課

　子育て環境充実のため、第２期子ども・子
育て支援事業計画を推進するとともに、子育
てガイドブックの配布など子育て世帯の支援
に努めた。
　また、保育所等で需要が高まっている子育
て支援員を養成する子育て支援員研修を開
催した。

こども課

事　　　業　　　概　　　要 担当

　児童の健全育成を図るため、放課後をはじ
めとした安全安心な居場所づくりと地域との
交流を促進した。また、宮野目学童クラブの
増築工事及び（仮称）若葉学童クラブ整備に
係る実施設計を行った。

こども課

　安心して子どもを産み育てることができる
環境づくりを推進するため、保育料負担を軽
減した。

こども課

　市内保育園、幼稚園、認定こども園の職員
が連携して子どもの発達や学びの連続性を
考慮した保育・教育のあり方についての合同
研修を実施した。
○公開保育研修の開催
○市内保育園・幼稚園等園内研究発表会
○市内保育園・幼稚園等職員研修
○専門研修

こども課

　教育の原点である家庭の教育力向上のた
め、市内保育園・幼稚園・認定こども園・小学
校、保護者、行政の代表者による就学前教
育振興会議で課題を共有しながら、情報提
供等を行った。
○就学前教育振興会議開催
○保護者代表者交流会
○家庭の教育力を高めるための保護者向け
啓発紙ニコニコガイドの発行
○家族でニコニコチャレンジ実施
○ニコニコせんせい体験の実施（保護者の
保育士体験）

こども課

　保育園・幼稚園・認定こども園から小学校
へと繋がる子どもの発達や学びの連続性を
考慮し、人と関わる力や、道徳心、豊かな感
性を培う保育･教育が展開されるよう研修会
等を開催した。

こども課

(3)　就学前教育の充実

事　　　業　　　概　　　要 担当
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2 幼稚園教育環境充実事業 168,002 161,136

3 保育所保育環境充実事業 34,918 33,557

4 幼児ことばの教室事業 7,972 7,465

5 公立保育園再編事業 0 0

現状値
（H26）

計画目標
値（R2）

Ｈ28
実績値

Ｈ29
実績値

Ｈ30
実績値

Ｒ1
実績値

Ｒ2
実績値

55.7% 63.0% 60.4% 58.3% 62.5% 64.0% 56.0%

１．子育て環境の充実についての評価

　快適な教育環境を維持するため、公立幼
稚園へ空気清浄機を配置した。また、私学
の運営補助及び保護者の経済的負担を軽
減し、市内の幼児教育の充実を図った。
○私立幼稚園運営費、預かり保育事業費一
部補助　5園
○私立幼稚園無償化給付、預かり保育利用
料補助
○公立幼稚園環境整備
　・安全整備　屋外遊具補修　2園
　・備品購入　空気清浄機　2園

こども課

　公立保育施設の安心、安全な保育環境を
保つため、各施設について計画的に改修及
び補修を行った。
　・環境整備　内装改修　1園
　・安全整備　屋外遊具補修　8園
　・備品購入　冷房機、トイレ暖房
　・旧内川目保育園整備引渡業務
　・耐震補強工事　3園

こども課

　子育てしやすいまちだと感じる市民の割合

　安心して子どもを産み育てることができる環境づくりを推進するため、保育所等の待機児童の解消を最優
先事項とし、県内保育士養成学校を訪問しての情報収集や、私立保育所等に勤務する保育士等への家賃
補助及び奨学金返済支援補助を継続実施し、保育士等の確保に努めた。その結果、待機児童数が減少
するとともに、平成28年度から続いていた、4月当初時点での待機児童の発生を令和2年、令和3年の2年連
続で0人とすることができた。
　保護者が抱える育児に関するさまざまな不安を解消するため、病後児保育室の運営のほか、地域子育て
支援センターでの育児相談及び地域子育て支援情報ネットワーク研修会を前年度に引き続き実施した。こ
のうち、保護者のニーズに対応した病後児保育室については、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、延
べ55人の利用にとどまった。
　宮野目学童クラブの増築を行い、待機児童の解消を図ったほか、児童の安全安心な保育環境を確保す
るため、公立保育園3園の耐震補強工事に着手した。
　新型コロナウイルス感染症の感染防止対応のため、子育て支援センター等の利用制限や各種事業の見
直しを行ったことが影響し、成果指針が目標値を下回ったが、第２期花巻市子ども・子育て支援事業計画の
初年度として第３子以降保育料等負担軽減事業や子育てガイドブックの発行など、市独自の取組を継続的
に実施し、市の子育て環境の充実に努めた。

　発音や吃音などのことばに課題がある就
学前の子どもが表現能力を十分発揮できる
ようにするため、ことばに関する課題を早期
に発見し、一人ひとりの発達を考慮した指導
を行った。
○幼児ことばの教室の運営
　・ことばの検査・対象幼児及び保護者への
指導
　・保護者からの相談への対応
　・幼児ことばの教室の周知

こども課

　令和2年度に移管した笹間保育園の保育
所運営を良好に行っていただくため、移管計
画に基づき訪問指導を行うとともに、三者会
議を開催した。

こども課

【成果指標】・・・まちづくり市民アンケート

指標名

- 4 -



２．学 校 教 育 の 充 実

【基本方針】　「子どもたちが、夢と希望を持ち、たくましく、いきいきと育つまち」

【学力・体力の向上】

　「花巻市学力向上アクションプラン」に基づき、学力向上支援員を配置して学力調査等の結果分析を行
い、その結果に基づいて各校の取組を支援したほか、30人以上の学級を有する各学校に、はなまき授業サ
ポーター、中学サポーターを配置して、児童生徒へのきめ細やかな指導を行い、一人ひとりの実態に応じ
た指導の充実を図った。
　体力向上のため、体力向上実践校を指定して基礎体力向上の取組を支援し、児童の運動に対する意識
向上を図った。

【教育環境の充実】

　活力ある教育環境を創出するため、教育懇談会等を開催し、望ましい教育環境についての情報提供と意
見交換を行った。また、大迫小学校、内川目小学校、亀ケ森小学校の令和3年4月の統合に向けた統合準
備委員会を開催し、円滑な学校統合を推進した。
　私立高校の教育環境の整備充実のため補助金を交付した。
　小中学校の良好な学習環境と安全・安心な学校運営のため、各学校からの要望を踏まえ、施設の修繕・
改修を実施したほか、大迫中学校のグラウンド整備の完成により、同校の改築事業が完了した。
　就学に向けた支援が必要な方を対象とした返還免除型の奨学金制度「はなまき夢応援奨学金」や「奨学
金活用人材確保支援事業補助金」による支援を行った。
　スクールガードリーダーによる巡回指導及びスクールガード養成講習会を開催し、児童生徒の登下校中
の安全確保を図った。
　家庭・地域との連携による学校経営を推進するため、コミュニティ・スクールの導入を見据え、モデル校に
地域コーディネーターを配置した。
　中１ギャップの解消と9年間を見越した学力向上を図るため、小中連携教育を推進した。
　学校図書館の充実を図るため、学校図書館支援員を配置し、児童生徒が読書に親しみやすい環境づくり
に努めた。
　教員の働き方改革を推進するため、中学校10校に部活動指導員を配置し、生徒指導や教材研究などの
時間を確保した。

【豊かな人間性の育成】

　児童生徒の豊かな人間性・社会性を育むため、体験活動や地域学習活動を実施したほか、学校における
復興教育への取組を支援し、復興・発展を支える児童生徒の育成に努めた。また、「花巻市いじめ防止等
のための基本的な方針」に基づき「花巻市いじめ問題対策連絡協議会」を開催し、関係機関と連携するとと
もに、各学校では6月の「いじめを考える日」に児童会や生徒会が主体となっていじめをなくすための取組を
実践した。
　小学校3年生から6年生の外国語活動においては異文化に触れる授業を実施するため、中学生の英語に
おいては語学力向上と国際理解、国際感覚の育成のため、外国語指導助手（ＡＬＴ）による外国語学習を
行ったほか、学校を巡回してＡＬＴとのコーディネートや教材についての助言を行う外国語教育支援員を配
置し、外国語活動の充実に努めた。

【個に応じた支援体制の充実】

　学校不適応児童生徒に対応するため、生徒支援員や教育相談員、スクールソーシャルワーカーを配置
し、教育相談や適応指導を行うとともに、特別な指導・支援を要する児童生徒へのきめ細やかな指導を行う
ため、各学校にふれあい共育推進員を配置し、児童生徒が豊かな学校生活を送ることができるよう、子ども
の心に寄り添うことに努めた。

【学校保健の充実】

　各種健診の実施と結果に基づく受診勧奨のほか、日常の学校保健活動の推進により、児童生徒の身体
の健全育成を図った。
　また、新型コロナウイルス感染症対策として、国の「感染症対策のためのマスク等購入事業」、「感染症対
策等の学校教育活動継続支援事業」を活用し、各学校に保健衛生用品等を配備した。
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(1)　学力の向上 （単位：千円）

№ 事　　業　　名 予算額 決算額

1 学力向上推進事業 22,783 21,697

2 まなび交流学習事業 230 64

3 指導運営費 10,381 8,676

4 教科用図書採択事業 30,941 30,893

事　　　業　　　概　　　要 担当

　学力向上支援員による学力調査結果の詳
細な分析に基づき、授業力向上のための助
言や指導を実施するとともに、はなまき授業
サポーターや中学サポーターを配置して少
人数指導の充実を図ることで、基礎学力の
向上が図られた。
○学力向上支援員の配置　学校教育課に在
籍して各校の学力向上の取組を支援
○はなまき授業サポーターの配置　30人を
超える学級を有する小学校6校に8人
○中学サポーターの配置　30人を超える学
級を有する中学校4校に4人
○学習定着教材の活用　中学1・2年生に学
習定着シート（Ｇアップシート　数学・英語）を
配布し、補充教材として活用
○到達度学力検査　小学3・4年生及び中学1
年生を対象に実施
○知能検査　小学2・4年生及び中学1年生を
対象に実施
○漢字能力検定助成　読解力向上と家庭学
習の習慣、動機付けを図るため、小学5・6年
生を対象に、漢字能力検定受検手数料を助
成
○ＦＭラジオ番組放送業務委託　小中学校
が休校となった場合にも児童生徒の学力の
維持・向上を図るため、ＦＭラジオ番組を制
作・放送

学校教育課

　小規模校では体験できない集団活動（特に
体育や音楽の合唱、総合的な学習や外国語
活動の授業におけるグループ活動等）を通し
て、児童が互いに刺激を受けて学び合う様
子が見られた。
○小規模校と中規模校間で音楽、体育、総
合的な学習の時間等で行う交流学習を支援
　・笹間第一小学校と笹間第二小学校　5回
　・大迫小学校と内川目小学校、亀ケ森小学
校　24回

学校教育課

　教育研究所を設置し、学校教育上の課題
解決や教職員の資質向上等に関する専門
的・技術的事項の調査研究や研究・研修を
推進し、本市の教育水準の向上を図った。

学校教育課

　花巻市・北上市・遠野市・西和賀町の3市1
町で構成する中部地区教科用図書採択協
議会の設置により、円滑に採択事務を進め
ることができた。
○令和２年度から使用される小学校全教科
の教師用教科書及び指導書等を購入

学校教育課
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№ 事　　業　　名 予算額 決算額

1 体力向上実践推進事業 225 110

2 小中学校スポーツ振興事業 2,400 2,130

№ 事　　業　　名 予算額 決算額

1 児童・生徒表彰事業 0 0

2 キャリア学習支援事業 7,037 5,637

3 小学校外国語教育推進事業 30,621 30,328

4 中学校外国語教育推進事業 23,809 23,505

(2)　体力の向上

事　　　業　　　概　　　要 担当

　児童生徒が成長する過程で、いかなる競
技種目を選択しても有益な成果が期待でき
る、基礎体力の向上を目指すことができた。
○実践校3校を指定し、各校の特色を生かし
た基礎体力向上のための取組を支援

学校教育課

　各種体育大会の開催や学校体育に関する
研究、講習等を行っている団体に補助金を
交付し、中学校における体育の健全な発展
を図った。

学校教育課

　各小学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）を派遣
し、ネイティブスピーカーと接することにより、
外国語学習に対する興味・関心を高めた。
○外国語指導助手（ＡＬＴ）の派遣　各小学校
に6人
○外国語教育支援員の配置　学校教育課に
在籍して各小学校の教諭を支援

学校教育課

　担当教諭と外国語指導助手（ＡＬＴ）の協
力・連携によるティームティーチングにより、
授業内容の充実が図られた。併せて英語検
定の助成実施により、生徒の学習意欲を高
めた。
○外国語指導助手（ＡＬＴ）の派遣　各中学校
に4人
○英語検定助成　各中学校で実施する英語
検定受検手数料を助成するとともに、英語検
定問題集を購入し各中学校に配架

学校教育課

(3)　豊かな人間性の育成

事　　　業　　　概　　　要 担当

　知・徳・体のバランスのとれた児童生徒の
育成のため、体育・文化等の活動において、
顕著な成果を収めた児童生徒を表彰した。
○児童生徒栄誉賞　140人と16団体

学校教育課

　地域の人材の活用や伝統文化の体験を通
じて、普段受け身の学習が多い児童生徒が
自ら学び、考える機会となった。また、震災と
向き合うことで、命の大切さを実感するととも
に、自分自身が地域や社会との関わりの中
で生きていることを学ぶことができた。
○体験的な学習の充実
○生徒会ボランティア活動支援

学校教育課
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№ 事　　業　　名 予算額 決算額

1 特別支援事業 71,840 69,617

№ 事　　業　　名 予算額 決算額

1 学校保健事業 93,662 87,041

№ 事　　業　　名 予算額 決算額

1
小中学校学区再編成等調査事
業

1,467 1,157

2 私立高校振興事業 3,240 3,240

3 小学校施設維持事業 61,180 59,803

(5)　学校保健の充実

事　　　業　　　概　　　要 担当

　児童生徒の体力向上のため、身体の健全
な育成に努めた。
・学校保健管理　学校医等の確保、検診の
実施
・花巻市学校保健会へ補助金交付

学務管理課

(6)　教育環境の充実

(4)　個に応じた支援体制の充実

事　　　業　　　概　　　要 担当

　特別な支援を必要とする児童生徒への支
援策として、ふれあい共育推進員を配置し、
当該児童生徒が安心して学校生活を送れる
環境を整えた。また、教育相談員、生徒支援
員及びスクールソーシャルワーカーが連携・
協力し、学校不適応の状況が見られる児童
生徒への支援を行い、不登校等の状況の改
善に努めた。
○ふれあい共育推進員の配置　小学校16
校・中学校11校に47人
○障がいのある児童生徒への教育支援体
制の推進
○学校適応支援　教育相談員5人、生徒支
援員6人、スクールソーシャルワーカー2人の
配置
○ことばの教室巡回指導の実施

学校教育課

　良好な学習環境と安全・安心な学校運営
のため、施設の維持管理を行い、長寿命化
を図った。
　・施設修繕
　・設備更新等業務
　・病害虫防除業務
　・桜台小学校長寿命化調査
　・校舎等維持補修、非構造部材耐震化工
事及び設計業務

教育企画課

事　　　業　　　概　　　要 担当

　教育懇談会を開催し、学校ごとの児童生徒
数等の現状や課題について説明、意見交換
を行うことで、適正規模・適正配置など教育
環境についての理解を深めた。
　大迫地域小学校の統合準備委員会での協
議を重ね、令和3年4月からの大迫小学校、
内川目小学校、亀ケ森小学校の円滑な統合
を推進した。

教育企画課

　私立高校に補助金を交付することで、教育
環境の整備充実を図った。

教育企画課
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4 中学校施設維持事業 54,151 47,935

5 大迫中学校校舎改築事業 62,000 61,120

6 学校安全確保事業 480 457

7 育英事業 2,131 2,093

8
学校給食センター改修事業＜
新規＞

29,497 29,150

9 奨学金活用人材確保支援事業 587 300

10 学校地域協働連携事業 5,293 4,607

11
小中連携推進事業（№10に統
合）

12
学校図書館支援事業（№10に
統合）

　良好な学習環境と安全・安心な学校運営
のため、施設の維持管理を行い、長寿命化
を図った。
　・施設修繕
　・設備更新等業務
　・病害虫防除業務
　・校舎等維持補修、非構造部材耐震化工
事及び設計業務

教育企画課

　安全確保のため、学校の適正規模を見通
した上で、安全・快適な教育環境の整備を
行った。
　・グラウンド整備
　・暗渠整備
　・側溝整備
　・メッシュフェンス設置

教育企画課

　市奨学金の返還者に対して返還金の半額
を補助することにより、人材の確保に努め
た。
・市内保育園で勤務する保育士に返還金の
半額補助（Ｒ2年度補助者　4名）
・市内大学を卒業後に市内に居住している
者に返還金の半額補助（Ｒ2年度補助者　3
名）

学務管理課

　児童生徒の教育環境の向上を図るため、
学校と地域が協働・連携し「地域とともにある
学校づくり」を進めるコミュニティ・スクールの
導入に努めた。
○地域コーディネーターの設置　3つの小・中
学校区に地域コーディネーターを配置し、地
域と学校の連携・協働による学習支援活動
を実施
○学校図書館支援員の配置　学校教育課に
在籍して各小中学校の図書整備及び運営に
関する助言指導を実施
○小中連携教育実践校を指定し、円滑な接
続のための取組を支援

学校教育課

学校教育課

　児童生徒を取り巻く様々な危険に対応する
ため、スクールガードリーダーによる学校へ
の巡回や地域ボランティアの養成を行い、地
域社会全体で学校安全に取り組む体制の整
備を図った。
○スクールガードリーダーによる巡回指導
280回
○スクールガードﾞ養成講習会の実施　3回

学校教育課

　向学心旺盛かつ優秀な学生で、経済的理
由により就学が困難な学生に対して学資の
貸与を行った。
・Ｒ2年度新規貸与者　31名

学務管理課

　安心安全な学校給食を将来にわたり安定
的に提供するため、施設等の長寿命化対策
を行った。
・石鳥谷学校給食センター食器洗浄機2台
（更新）

学務管理課
学校給食管理室

学校教育課
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13 部活動適正化促進事業 4,341 3,007

14 学校安全総合支援事業 420 420

現状値
（H26）

計画目標
値（R2）

Ｈ28
実績値

Ｈ29
実績値

Ｈ30
実績値

Ｒ1
実績値

Ｒ2
実績値

（小） 85% 85% 92% 88% 89% 88% 88%

（中） 69% 75% 72% 76% 71% 75% 74%

（小） 84% 85% 93% 94% 93% 92% 90%

（中） 82% 85% 86% 86% 83% 81% 85%

（小） 78% 80% 79% 79% 78% 69% 73%

（中） 66% 70% 69% 76% 71% 70% 72%

（小） 105 105 101 101 101 99 -

（中） 99 105 101 100 98 99 100

２．学校教育の充実についての評価

【成果指標】・・・岩手県学習定着度状況調査

指標名

　将来の夢や就きたい仕事など具体的
な目標をもっている児童生徒の割合

　運動やスポーツが好きな児童生徒の
割合

　自分にはよいところがあると思っている
児童生徒の割合

　児童生徒の学力の定着状況
　　（県平均＝100）

　「花巻市部活動等の在り方に関する方針」
の浸透による活動時間等の適正化と併せ、
部活動指導員を配置したことにより、教員の
多忙化解消に寄与した。
○部活動指導員の配置　10校に23人

学校教育課

　学校安全という視点から地域一体となって
取組を推進し、学校と家庭、地域及び関係
機関・団体との連携強化により、これまでの
取組を一層充実させることができたほか、児
童生徒の安全意識及び地域貢献に対する
意識等を醸成することができた。
○地域の安全マップ等の活用
○学校安全に関する地域理解の促進

学校教育課

※1：令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、岩手県学習定着度状況調査（学力調査）が実施されなかったた
め、比較分析できない。

※2：※1と同様に実施されなかったため、参考として英検IBAの結果を掲載。

　学力向上については、小学校3・4年生及び中学校１年生を対象に実施した「標準学力検査」の結果によ
ると、小学校の国語・算数と中学校の国語・社会は全国平均を上回り、中学校の数学は下回った。理科は
選択問題となっており、全国平均を上回った集団と下回った集団があった。また、中学校２年生を対象とし
て実施した英検ＩＢＡの結果は県と同等であった。中学校の数学が全国平均を下回った原因として、家庭学
習の時間が少ないことが考えられることから、クラブ活動やメディアに触れる時間の適正化を図ること等によ
り、家庭学習時間を確保して、授業の質の向上との両輪による学力向上を図ることが必要である。
　体力向上については、市教育委員会実施の「生活アンケート」結果によると「運動が好き・やや好き」と答
えた児童生徒の割合は、目標値以上となっているが、小学校は前年度に比較して若干減少したことから、
今後も実践校を指定するなどして、体力・運動能力に課題を抱える児童が多い学校に重点をおいて取り組
んでいくことが望ましい。
　学校適応支援については、教育相談員、生徒支援員及びスクールソーシャルワーカーを配置して学校生
活に課題がある児童生徒に対応したが、不登校出現率が国同様に上昇していることから、不登校を未然に
防ぎ、早期対応を図るためにも、学校及び関係機関と緊密に連携して取り組んでいく必要がある。

　小中学校の保護者や地域コミュニティを対象とする教育懇談会を開催し、学校ごとの児童生徒数の現状
や課題について説明、意見交換を行うことで適正規模・適正配置など教育環境についての理解を深めたほ
か、大迫地域の3小学校については、令和3年4月の統合が実現した。今後も適正規模・適正配置について
慎重に検討を進める必要がある。
　小中学校の施設については、桜台小学校の長寿命化調査のほか、各学校からの要望を踏まえて修繕等
を実施した。また、大迫中学校のグラウンドを整備して同校の改築事業を完了したことにより、教育環境の向
上が図られた。

※1

※2
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  豊かな学びの実現のため、地域人材を活用した多様な授業の実施や、学校図書館の読書環境の向上、
児童生徒・教師・PTAが相互につながる地域連携の取組等を行った。県学習定着度状況調査で「学校に行
くのが楽しい」、「自分にはよいところがある」、「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割合が
昨年度を上回り、改善傾向にあることから、引き続き体験的な学習やキャリア教育の充実に努めていくことが
必要である。

　学校給食における教育環境整備のため、長寿命化対策を行う石鳥谷学校給食センターにおいて、老朽
化により不具合が多発していた食器洗浄機の更新を行った。しかしながら、花巻地区における７施設につい
ては、建設から30年を超える施設が複数あり、いずれも老朽化が著しく進行していることから、今後も安定的
な学校給食の提供を行うため、具体的な改修・統合などについて、中長期的な視点により見直しを図る必
要がある。

　返還型奨学金「花巻市奨学金」については、令和2年度から、新型コロナウイルス感染症の影響等により
収入が減少した方をはじめ、経済的事由により修学困難な方を対象とした随時募集を行った。返還補助制
度である「奨学金活用人材確保支援事業」と合わせて、更なる制度周知に努めていく必要がある。
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(1)　芸術文化活動の推進

№ 事　　業　　名 予算額 決算額

1 学校文化活動事業 560 74

(2)　民俗芸能の伝承

№ 事　　業　　名 予算額 決算額

1 民俗芸能伝承支援事業 812 261

３．芸 術 文 化 の 振 興

【基本方針】　「市民が、地域の歴史や文化、先人に誇りを持ち、芸術文化に親しむまち」

【芸術文化活動の推進】

　児童生徒の文化活動の振興・発展を図るため、小中学校及び花巻市中学校文化連盟が行う文化活動を
支援した。

【民俗芸能の伝承】

事　　　業　　　概　　　要 担当

　地域の財産である民俗芸能を後世に引き
継いでいくため、その担い手となることを期
待する子ども達に民俗芸能に直接触れる機
会を提供した。
○小中学校での民俗芸能鑑賞会　4校
○民俗芸能団体との意見交換会　5団体
○全国民俗芸能保存振興市町村連盟に加
盟

文化財課

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、郷土芸能鑑賞会等、多くの市民が気軽に民俗芸能に
触れ鑑賞する場を設けることはできなかったが、子どもたちが民俗芸能へ興味や関心を持ってもらうことを
目的に小中学校で民俗芸能鑑賞会を開催した。

【文化財の保護と活用】

　市内にある文化財を保護し、併せて地域の振興を図るため、文化財の調査、管理、個人等が所有する文
化財の保存のための指導を行った。市所有の文化財保護として、重要文化財「旧小原家住宅」への防火設
備の設置と、市指定有形文化財「花巻城内伊藤家」の修復を行った。また、遺跡保護の周知や開発行為に
伴う発掘調査に加え、花巻城本丸跡内容確認調査の成果整理を実施したほか、文化財に関する理解と愛
護の意識を高めるため、市民向けの講座や講演会の開催等を行った。
　博物館においては、新型コロナウイルス感染症の影響により4月、5月を休館としたほか、特別展及び企画
展の開催を延期した。開催を予定していた特別展の期間には「花巻人形展～収蔵資料撰～」を延長して開
催するなど、花巻の地域に特化したテーマ展・共同展を開催した。また、市内小中学校と連携して、児童生
徒がワークシートを活用した博物館見学の実施や、学芸員が各校に出向いて出前授業を行うことで、本市
の歴史や文化に親しむことができる学習機会を提供した。

事　　　業　　　概　　　要 担当

　発表の場を提供するなどの連盟の取組に
対し補助金を交付し、中学校における文化
活動を支援することで、感情や情緒を育み、
心を豊かにする情操教育の充実を図った。
○花巻市中学校文化連盟事業への補助
○市内中学校文化部等の大会出場経費の
一部補助

学校教育課
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(3)　文化財の保護と活用

№ 事　　業　　名 予算額 決算額

1 文化財保護活用事業 46,269 44,399

2 埋蔵文化財保護活用事業 26,508 21,936

3 展示活動事業 8,878 8,770

4 教育普及活動事業 2,324 2,121

現状値
（H26）

計画目標
値（R2）

Ｈ28
実績値

Ｈ29
実績値

Ｈ30
実績値

Ｒ1
実績値

Ｒ2
実績値

62.5% 65.0% 65.1% 67.3% 68.8% 69.2% 55.6%

事　　　業　　　概　　　要 担当

　市内各小中学校の児童生徒による博物館
での見学学習や、学芸員が学校に出向いて
出前授業を行い、ふるさとの歴史文化への
興味と関心を高めることに努めた。
○教育普及活動　館長講座、体験学習3回、
出前授業36回、博物館学校教育連携研究委
員会2回、広報誌発行3回

博物館

【成果指標】・・・まちづくり市民アンケート

指標名

　　郷土の歴史・文化に対する誇りや愛着を持つ
　　市民の割合

　文化財を価値あるものとして、後世に伝え
保護していくため、文化財の管理・修繕・指
導等を行った。また、文化財への関心や理
解を深めるため、説明版の設置や市民向け
講座を開催した。
○文化財の調査と指定、文化財の管理指
導、文化財調査報告書の作成
○旧小原家住宅の防火設備の設置
○花巻城内伊藤家住宅の修復
○花輪堤ハナショウブ群落の調査と保存管
理
○石鳩岡神楽・土沢神楽の映像記録作成
○文化財保存活用地域計画の作成
○文化財セミナーの開催

文化財課

　埋蔵文化財を保護・保存するため、保護制
度の周知等を行うとともに、遺跡の発掘調査
や工事立会等により埋蔵文化財の保存に努
めた。企画展や講座等の開催により、市民
等へ埋蔵文化財等への興味関心を高めた。
○埋蔵文化財の保護　記録保存調査の実
施、花巻城跡内容確認調査の成果整理
○埋蔵文化財の活用　講演会の実施、総合
文化財センターにおける展示公開ほか

文化財課

　市民が郷土の歴史や文化財への興味と関
心を高めるため、普段目にすることがない歴
史的資料や美術作品を紹介する展覧会の
開催を予定したが、新型コロナウイルス感染
症の影響により延期したものがあった。
○特別展 「美を競う 肉筆浮世絵の世界」
《延期》令和3年4月24日～6月6日に開催
○企画展 「災害展」
《延期》令和4年2月に開催予定
○テーマ展 「花巻人形展」、「花巻の煌めく
人と物」、「めでたい！花巻人形」
○共同展 「小野寺周徳」

博物館
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　民俗芸能の伝承については、活動の維持、保存を図るために例年実施している各種鑑賞会を新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大を防止するため中止せざるを得なかったが、令和2年度の新規事業として小中
学校での民俗芸能鑑賞会を開催し、後継者となることを期待する子ども達の興味や関心を喚起することが
できた。
　文化財の保護と活用については、文化財の調査、管理、個人等が所有する文化財の保存のための指導
のほか、市所有文化財である重要文化財「旧小原家住宅」の防火機能を高めるため消火栓と炎感知器の
設置や、市指定文化財「花巻城内伊藤家」の基礎・縁側修復を行い、文化財の良好な保存環境を確保し
た。また、花巻城をはじめとする地域の歴史や文化への関心を高めるため、文化財セミナーや埋蔵文化財
講演会等を実施し、文化財に対する市民の認知や保護に対する理解の向上に寄与した。さらに、文化財保
存活用地域計画の策定に向けたコミュニティ会議単位のワークショップ開催により、各地域の文化財的資源
を把握するとともに、市民の文化財に関する理解と愛護精神の向上につなげた。
　成果指針が目標値を下回ったことについては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため民俗芸
能鑑賞会や講演会等の中止、施設の休館等を行ったことにより、市民が直接文化財に触れる機会が減少し
たことが影響したものと考えられるが、今後も新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を行いながら、公
演事業、企画展、講座等を実施し、文化財に対する市民の関心と理解を高めるよう努めていく。

　博物館の入館者数は、新型コロナウイルス感染症の影響により4月、5月を休館としたことや、予定していた
特別展及び企画展を延期したことにより、前年度と比較して9,808人の大幅な減となった。6月以降は感染防
止対策を徹底して開館し、開催を延期した特別展の期間には「花巻人形展～収蔵資料撰～」開催するな
ど、花巻の地域に特化したテーマ展・共同展を開催した。
　博物館と市内小中学校の連携については、感染防止対策を徹底した上で博物館への見学学習の受け入
れや、各校に学芸員が出向いての出前授業を行った。また、各校の担当教諭と連携を図りながら、各校共
通で学べるものに加えそれぞれの地域特性を盛り込んだ学習メニューを作成し、児童生徒の興味や関心を
高めるよう工夫した。
　今後も新型コロナウイルス感染症の感染防止対策の徹底を図りながら、特色ある企画展の開催等により、
楽しく学べる場を提供するとともに、郷土の歴史・文化に対する誇りや愛着を持つ市民の割合を高めていき
たい。

３．芸術文化の振興についての評価
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１　花巻市総合文化財センター利用状況 （単位：人）

329 1,914 22 898 920 994

298 1,664 64 1,041 1,105 559

△ 31 △ 250 42 143 185 △ 435

２　大迫郷土文化保存伝習館利用状況（開館期間：5月1日～10月31日） （単位：人）

小中高生 大学生･一般

157 748 45 408 295

131 323 5 289 29

△ 26 △ 425 △ 40 △ 119 △ 266

３　石鳥谷農業伝承館利用状況 （単位：人）

小中学生 高校・大学生 一般

331 1,109 3 3 204 899

301 338 1 4 172 161

△ 30 △ 771 △ 2 1 △ 32 △ 738

４　花巻市博物館利用状況 （単位：人）

331 17,750 991 399 10,531 11,921 5,829

292 7,942 631 475 4,580 5,686 2,256

△ 39 △ 9,808 △ 360 76 △ 5,951 △ 6,235 △ 3,573

５　石鳥谷歴史民俗資料館利用状況 （単位：人）

332 1,118 13 7 897 917 201

300 590 21 9 485 515 75

△ 32 △ 528 8 2 △ 412 △ 402 △ 126

令和２年度

入館者数

計一　般

令和元年度

免除者

計

増　減

令和元年度

令和２年度

増　減

年　度 開館日数

開館日数

開館日数

内　　　　　　訳

令和２年度

増　減

内　　　　　　　　　　訳

有料入館者
免除者小学生

中学生
高校生
学  生

一　般

一　般 計

令和元年度

増　減

年　度

入館者数

年　度 入館者数

内　　　　　　　　　　訳

有料入館者
免除者小学生

中学生
高校生
学 生

施設利用状況等について

入館者数
小中高生

年　度 開館日数

入館者数

令和元年度

令和２年度

免除者
内　　　　　　訳

令和２年度

増　減

年　度 開館日数
免除者

内　　　　　　　　　　訳
有料入館者

令和元年度
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　学校開放事業 （単位：回、人）

開放回数 利用者数 開放回数 利用者数 開放回数 利用者数

花巻小学校 767 16,114 362 8,060 △ 405 △ 8,054

若葉小学校 439 20,440 532 17,150 93 △ 3,290

桜台小学校 225 9,074 307 10,441 82 1,367

南城小学校 547 9,879 368 7,333 △ 179 △ 2,546

湯口小学校 456 12,996 496 11,991 40 △ 1,005

湯本小学校 324 6,607 338 6,591 14 △ 16

矢沢小学校 338 9,483 371 5,964 33 △ 3,519

宮野目小学校 185 7,548 270 9,220 85 1,672

太田小学校 165 1,899 116 1,186 △ 49 △ 713

223 7,910 297 8,258 74 348

66 795 42 727 △ 24 △ 68

大迫小学校 222 2,919 44 694 △ 178 △ 2,225

内川目小学校 0 0 0 0 0 0

亀ケ森小学校 11 470 0 0 △ 11 △ 470

石鳥谷小学校 358 8,855 290 6,718 △ 68 △ 2,137

新堀小学校 508 11,241 414 6,549 △ 94 △ 4,692

八幡小学校 183 4,220 194 4,941 11 721

八重畑小学校 258 6,939 181 3,367 △ 77 △ 3,572

東和小学校 542 14,326 589 14,989 47 663

5,817 151,715 5,211 124,179 △ 606 △ 27,536

花巻中学校 386 9,242 266 6,268 △ 120 △ 2,974

花巻北中学校 402 5,520 242 3,234 △ 160 △ 2,286

南城中学校 293 5,793 609 9,080 316 3,287

湯口中学校 446 8,340 363 5,939 △ 83 △ 2,401

湯本中学校 707 10,846 524 7,499 △ 183 △ 3,347

矢沢中学校 390 8,053 186 3,993 △ 204 △ 4,060

宮野目中学校 231 3,357 59 1,037 △ 172 △ 2,320

西南中学校 163 5,389 0 0 △ 163 △ 5,389

大迫中学校 384 5,122 294 4,579 △ 90 △ 543

石鳥谷中学校 567 11,097 394 7,150 △ 173 △ 3,947

東和中学校 315 5,450 562 6,566 247 1,116

4,284 78,209 3,499 55,345 △ 785 △ 22,864

10,101 229,924 8,710 179,524 △ 1,391 △ 50,400合   計

笹間第一小学校

笹間第二小学校

小
学
校

小計

比較増減
学校名

令和元年度 令和２年度

中
学
校

小計
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